
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１２年１２月２３日             NO,３３４ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新年からは、 

ふたたび沼田地 

区より、ぶらり 

散歩ぬまた道 

を連載する予定 

です。 

※過去の写真は、「幻の集落 根利山」より転載 

 
こ
ん
に
ち
は
。
総
選
挙
で
「
大
勝
」
し
た
自
民
党
の
議
席
は
、
小
選
挙
区
で
４
割
台
の
得
票
で
８
割
の

議
席
を
独
占
し
ま
し
た
が
、
得
票
数
に
応
じ
て
議
席
を
配
分
す
る
比
例
代
表
選
挙
で
は
３
割
台
の
議
席
し

か
獲
得
し
て
お
ら
ず
、
小
選
挙
区
制
が
民
意
を
正
確
に
反
映
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
あ
ら

た
め
て
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。 

 

小
選
挙
区
制
は
、
大
政
党
に
有
利
に
な
る
弊
害
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
前
回
の

選
挙
で
も
民
主
党
が
４
割
台
の
得
票
で
７
割
を
超
す
議
席
を
獲
得
す
る
な
ど
、
大
政
党
の
〝
独
り
勝
ち
〟

と
な
る
一
方
で
、
今
回
の
選
挙
で
も
議
席
に
結
び
つ
か
な
い
大
量
の
「
死
に
票
」
を
５
９
６
２
万
票

（
５３
％
）
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

選
挙
制
度
は
本
来
、
国
民
の
意
思
が
議
席
に
正
し
く
反
映
す
る
の
が
原
則
で
、
民
意

を
ゆ
が
め
る
小
選
挙
区
制
を
廃
止
し
、
得
票
が
議
席
に
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
比
例
代
表

を
中
心
に
選
挙
制
度
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 １２月定例市議会に提案された、平成２４年度沼田市

一般会計補正予算（第４号）に「新規就農支援事業」が

もりこまれ、新規就農者に年間１５０万円までを支援す          

ることになりました。 

 この事業は、４５歳未満の人であら

たに農業をはじめた人が対象となり、

県に営農計画を提出し、承認を得るこ

となどが必要です。 

 「沼田市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の

設置に関する基準を定める条例の制定について」は、都

市公園の出入り口の広さを１２０㌢以上にすることや勾

配を５％以下にすることなどを定め、 

高齢者や障がい者も安心して都市公園 

を利用できるようにバリアフリー化を 

すすめる条例です。 

 この条例は、これからつくる都市公 

園に適用されることになります。 

 

ああ 

 １６日に投開票がおこなわれた衆議院選挙で、日本共産党は、議席倍増

を目指し奮闘しましたが、改選９議席から８議席の後退となりました。 

 総選挙では、自民・公明両党が、３２０を超える議席を獲得し、自公政

権が復活する結果になりましたが、これは、民主党政権に対する国民の怒

りがもたらしたものであり、自民党への国民 

的期待が広がったものではありません。 

 日本共産党は、消費税増税やＴＰＰ問題、 

原発ゼロ、安心してくらせる社会保障の充実 

など、公約の実現に全力をつくします。ひき 

つづき、ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 １２月定例市議会は、１３日に「沼田市移動等円滑化のために必要な特

定公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定について」、平成２４

年度沼田市一般会計補正予算（第４号）及び特別会計補正予算４件、福島

第一原子力発電所事故による農畜産物損害賠償に関する意見書案につい

てなどを採決し、閉会しました。 

    福島第一原子力発電所事故による農畜産物損害賠償に関する意見書は、

農畜産物の損害に対する東京電力の賠償金支払いが遅れて

いることから、政府が東京電力に賠償金の支払いを働きか

けることを求め、総理大臣など関係大臣に提出しました。 

 


